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頭
部
墜

畢

／

発　行　所
同県遠賀郡水巻町役場

行人　西　尾　　司
責任者　柴　田　　実
編軍人　岡　部　明　恵

印　刷　所

冷牟田印刷合資会社

昭
和
三
十
三
年
度
町
営
住
宅

入
居
者
の
募
集
を
致
し
ま
す

住宅難次第に解消．グ
昭
和
三
十
三
年
度
建
設
に
か
～
わ

る
町
営
住
宅
入
居
希
望
者
の
募
集

を
左
記
の
如
く
お
こ
な
い
ま
す

記

Ａ
第
一
種
公
営
住
宅
の
部

一
、
建
設
の
場
所
及
戸
数

井
上
婚
姻
の
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の
、

そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
）
を
有
す
る
も
の

回
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

で
あ
る
こ
と

Ｂ
第
二
種
公
営
住
宅
の
部

「
建
設
の
場
所
及
戸
数

建
　
設
　
の
　
場
　
所

水
巻
町
大
字
二
（
団
地
内
）

戸
　
　
　
数

十
　
戸

二
、
規
　
格

木
造
、
瓦
茸
、
平
屋
建
一
〇
・
五
坪

（
六
畳
、
四
・
五
蛍
、
三
畳
、
外
玄
関
、
炊
事
場
、

押
入
、
便
所
、
倉
庫
、
水
道
付
）

三
、
家
　
賃
一
、
八
〇
〇
円
程
度

四
、
入
居
資
格

入
居
資
格
は
左
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ

との
町
内
に
居
住
叉
は
勤
汚
場
所
を
有
す
る
こ
と

何
毎
月
の
収
入
の
合
計
か
ら
扶
養
豪
触
二
人
に
つ
き

千
円
を
控
除
し
た
額
が
住
宅
の
家
賃
の
六
倍
以
上

十
五
倍
（
三
万
弐
千
円
を
超
え
る
と
き
は
三
方
式

千
円
ま
で
）
以
下
で
あ
る
こ
と
（
毎
月
の
収
入
と

は
申
込
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
六
カ
月
の
平

均
収
入
を
さ
し
、
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
臨
時

の
給
与
及
び
三
カ
月
を
超
え
る
相
聞
毎
に
支
払
わ

れ
る
給
与
を
除
く
）

の
硯
に
同
居
し
叉
は
同
居
し
ょ
う
と
す
る
親
政
（
事

二
、
規
　
格

木
造
瓦
茸
、
平
屋
建
、
二
戸
建
、
八
・
五
坪

（
六
畳
、
四
・
五
度
、
外
玄
関
、
炊
事
場
押
入
、
便

所
、
倉
庫
、
水
道
付
）

三
、
家
　
賃
　
ｌ
、
二
〇
〇
円
程
度

四
、
入
居
資
格

入
居
袈
格
は
左
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ

との
町
内
に
居
住
し
叉
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と

回
毎
月
の
収
入
の
合
計
か
ら
扶
養
豪
族
一
人
に
つ
き

千
円
を
捜
除
し
た
額
が
一
万
六
千
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。
毎
月
の
収
入
の
定
番
は
一
種
の
場
合
と
同

様
で
あ
る
）

の
現
に
同
居
し
叉
は
同
居
し
ょ
う
と
す
る
親
族
（
事

実
上
婚
姻
の
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の
。

そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
）
を
有
す
る
も
の

的
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

で
あ
る
こ
と

Ｃ
申
込
選
考
、
入
居
の
時
期
等
に
つ

い
て
（
一
種
、
二
極
住
宅
共
）

「

申

込

の

方

法

所
定
の
様
式
に
よ
る
用
紙
（
民
生
課
備
付
）
に
該
当

事
項
記
入
の
上
納
税
証
明
書
米
穀
通
帳
と
共
に
提
出

の
こ
と

町
摩
れ
入
居
袈
格
及
び
住
宅
の
困
細
腕
態
を
実
地
に

調
査
の
上
、
選
考
委
員
会
の
意
見
を
き
い
て
入
居
順

位
を
定
め
る

四
、
入
居
の
時
期

の
第
一
種
住
宅
の
内
十
戸
は
十
二
月
中
旬
残
り
七
戸

は
二
月
初
旬

伺
第
二
種
住
宅
十
戸
は
十
二
月
初
旬

写
真
は
入
居
を
待
つ
県
営
住
宅

（
二
階
建
1
第
一
種
、
一
階
建
－
第
二
柾
〕

二
、
申
込
の
期
限

日
十
一
月
五
日
　
至
十
一
月
十
九
日

十
五
日
間

位
、
日
曜
、
祭
日
、
及
退
庁
後
を
除
く

三
、
選
考
の
方
法

県
営
住
宅
入
居
終
る

昭
和
三
十
二
年
度
に
お
い
て
当
町
が
誘
置
し
た
県
営
住

宅
は
去
る
六
月
着
工
し
十
月
初
旬
竣
工
、
去
る
十
月
初

句
入
居
希
望
者
の
募
集
を
締
切
っ
た
と
こ
ろ
意
外
に
申

込
者
多
く
五
人
に
一
人
の
入
居
率
で
あ
っ
た
。

去
る
十
月
二
十
一
日
県
管
理
課
に
わ
い
て
厳
重
審
査

の
上
入
居
者
を
定
め
二
十
八
日
入
居
決
定
者
を
現
地
に

′
ト

奨
め
入
居
す
る
住
宅
を
定
め
盛
を
渡
し
た
。
入
居
は
十

一
月
一
計
よ
り
五
日
ま
で
で
あ
る
。

本
住
宅
は
半
耐
火
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
の
建
物
で
ク
「
稜
住

宅
〃
　
（
六
愚
、
三
党
、
食
堂
、
倉
庫
、
便
所
、
炊
事
場

付
）
十
六
戸
、

ク
二
枚
住
宅
〃
　
（
六
畳
、
食
堂
、
炊
事
場
倉
庫
便
所

付
）
佃
戸
甘
場
所
は
頃
末
磨
熊
地
区
（
鹿
児
島
本
線
南

）
で
あ
る
。

豪
債
は
一
拉
住
宅
二
千
五
百
円
、
二
穂
住
宅
一
千
五
百

円
で
あ
る
。

当
町
に
於
て
は
住
宅
の
困
窮
慶
緩
和
の
た
め
引
統
き
昭

和
三
十
三
年
度
に
お
い
で
も
誘
意
に
成
功
し
て
お
り
同

地
区
に
県
住
宅
課
に
よ
り
十
五
戸
の
盤
地
工
事
を
お
こ

な
っ
て
お
り
本
町
報
が
皆
を
ん
の
手
に
届
く
頃
は
基
礎

工
事
に
入
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
住
宅
の
入
居
の
時
期
に
つ
い
て
は
確
定
次
第
退
か
に

お
知
ら
せ
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
で
期
待
さ
れ
た
い
。

選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て
／

昭
和
三
上
二
年
九
月
十
五
計
現
在
で
、
調
査
致
し
ま
し

た
。
基
本
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
期
間
が
左
の
通
り
詑
け

ら
れ
て
居
り
ま
す
の
で
、
居
住
区
の
駐
在
員
さ
ん
の

処
、
或
は
役
場
の
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
）
で
縦

覧
し
て
下
さ
い
。

記

期
日
　
十
一
月
五
日
よ
り
十
一
月
十
九
日
ま
で
十
五

日
間

（
毎
日
午
前
八
時
半
よ
り
今
後
五
時
ま
で
で

あ
り
ま
す
）

縦
覧
の
結
果
登
載
も
れ
や
、
誤
載
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
ク
こ
の
期
間
内
に
（
十
一
月
十
九
日
午
後
五
時
ま
で

）
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
属
′
＼
よ
う
に
〃
本
人
若
し
く

は
、
代
理
人
か
ら
異
議
の
中
立
を
し
て
下
さ
い
（
申
立

用
紙
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
用
意
し
て
居
り
ま
す
）

尚
　
今
回
の
名
簿
は
来
春
に
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
地
方

選
挙
の
執
行
名
簿
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
縦
覧
し
て
頂

く
模
特
に
申
漆
え
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
と
致
し
ま
し
て
は
一
人
も
登
載
洩
れ

の
な
い
様
に
と
心
掛
け
て
居
り
ま
す
が
、
何
し
ろ
多
人

数
の
上
、
異
動
等
判
然
と
し
な
い
面
Ａ
ぁ
り
ま
し
て
、

調
査
の
結
果
が
万
全
と
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
一
人

の
洩
れ
る
方
も
な
い
よ
う
に
有
権
者
の
皆
様
に
御
協
力

を
切
に
御
願
い
致
し
ま
す
。

◇‡北方地域元居住者生活等の実態調査が行われる事になりました8Ｃ－
こ
ん
慶
紐
耳
府
特

別
地
域
連
絡
局
に

お
き
ま
し
て
、
北

方
（
千
島
列
島
の

各
藷
島
で
あ
っ
て

樺
太
は
含
ま
な
い

）
地
域
元
居
住
者

生
活
等
の
実
態
調

査
の
実
施
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
該
当
の

お
方
は
役
場
（
民

生
課
）
　
へ
お
尋
ね

下
さ
い
。

尚
、
調
査
対
象
の

範
囲
は

ｉ
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
ま
で

引
統
き
北
方
地
域

に
生
活
の
本
拠
を

有
し
て
あ
っ
た
方

で
、
終
戦
に
よ
っ

て
引
換
離
島
さ
れ

た
方2

昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
以
前

終
戦
を
予
測
し
て

引
揚
げ
離
島
さ
れ

た
世
帯
、
但
し
毎

年
一
定
の
季
節
を

限
っ
て
在
島
さ
れ

て
い
た
世
相
は
除

く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

御
　
　
礼

去
る
十
月
二
十
五
日
、
頃

未
居
住
の
安
部
源
戚
氏
よ

り
故
宝
蔵
殿
葬
儀
香
典
返

と
し
て
金
一
封
を
町
社
会

福
祉
資
金
へ
御
寄
附
下
さ

い
ま
し
た
の
で
、
会
員
各

位
へ
紹
介
致
し
厚
く
御
礼

を
巾
上
げ
ま
す
。

水
巻
町
社
会

裾
粧
協
議
会

レ
ｎ
Ｐ
ｋ
軋
川
く
、
ｒ
ｌ
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本
県
の
接
線
現
況

県
統
計
協
会
　
発
表

卸
売
物
価

近
頃
の
福
岡
市
の
卸
売
物
価
指

数
を
見
る
と
昭
和
二
十
七
年
を

一
〇
〇
と
し
て
、
総
平
均
一
〇

四
・
二
、
消
費
材
一
〇
七
・
六

で
、
食
料
品
二
五
・
八
、
繊

維
製
晶
ヒ
九
・
六
、
そ
の
他
一

〇
〇
・
四
、
生
産
材
一
〇
一
・

二
で
繊
維
原
料
七
六
・
二
、
燃

料
二
四
・
八
金
属
原
料
及
び

同
製
品
八
〇
・
五
、
礎
築
材
料

五
六
・
三
、
肥
料
七
七
・
六

、
化
学
薬
品
九
二
・
三
、
そ
の

他
九
〇
・
六
と
な
っ
て
い
る
。

交
　
　
通

（
西
鉄
）
西
日
本
鉄
道
の
推
移

を
見
る
と
、
昭
和
二
七
年
の
指

数
を
一
〇
〇
と
し
て
三
十
三
年

七
月
に
は
、
鉄
道
の
走
行
粁
一

二
三
・
〇
、
延
人
粁
一
四
七
・

五
、
摺
輸
収
入
一
三
五
・
八
、

軌
道
の
走
行
粁
ｌ
一
三
〇
・
六
、

延
人
粁
一
二
〇
・
七
、
運
輸
収

入
一
三
七
・
六
、
乗
合
自
動
市

の
走
行
粁
一
九
九
・
六
、
運
輸

収
入
二
〇
〇
・
七
と
伸
び
て
い

る
。

航
　
　
空

日
本
航
空
裾
岡
支
店
の
六
月
の

旅
客
渾
輸
成
績
を
見
る
と
、
国

内
線
で
は
、
上
り
便
襲
只
行

二
、
四
四
七
、
大
阪
行
一
、
三

二
六
人
、
計
三
、
七
七
三
人

下
り
便
稟
京
発
二
、
二
四
六
人

大
阪
発
一
、
二
二
二
人
、
計

三
、
四
六
八
人
、
沖
縄
線
で
は

福
岡
1
沖
細
一
八
七
人
、
沖
縄

1
祈
岡
一
九
五
人
と
な
っ
て
い

る
。

企
紫
整
備

七
月
の
企
業
強
傭
発
生
件
数
、

二
六
四
件
、
集
理
人
員
一
二
、

〇
三
〇
人
の
原
因
別
の
状
況
を

見
る
と
、
需
要
減
∴
五
・
五
％

資
金
難
一
七
・
九
％
、
そ
の
他

五
六
●
六
％
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
の
需
要
減
八
・
三
％
、
資

金
難
川
・
一
一
％
に
比
し
て
需
要

減
及
び
資
金
難
に
起
因
す
る
も

の
の
占
め
る
割
合
が
著
し
く
増

大
し
、
経
済
界
の
不
況
を
例
ホ

し
て
い
る
。

雇
偏
　
七
月
の
新
規
一
般
求
職

者
は
二
〇
、
九
六
二
人
で
前
月

よ
り
二
八
〇
〇
人
（
九
・
四

％
）
前
年
同
月
よ
り
四
、
三
一

⑪⑰㈲⑮⑪⑬⑬⑰⑬⑬㊦⑰⑰⑰の⑰⑰⑰⑬
㊤
3
㊦
㊧
㊦
㊤
㊤
㊤
3
Ｑ
Ｏ
Ｏ
㊤
㊤
㊦
㊤
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｅ
㊤
㊤
⑳①

⑪⑱⑬⑬

山
神
ま
つ
り
の
野
球
大
会

の
招
待
チ
ー
ム
が
決
ま
り

ま
し
た
／

九
日
午
前
十
一
時
半
よ
り

共
和
醗
酵
（
山
口
県
防
府
〕
対

日

炭

高

松

〃
　
午
後
一
時
半
よ
り

日
鉄
素
「
構
　
対
　
日
庚
高
松

日
炭
高
松
は
Ｗ
へ
ツ
タ
ー
で
す

⑫⑬①①⑪⑰⑰①⑰の①⑫⑬①⑰⑰①⑬①⑰

⑬
㊤
㊤
㊤
㊤
⑰
㊤
幻
斡
㊤
㊨
0
0
串
㊤
¢
㊤
㊤
㊤
㊤
㊤
吟
㊤
①

役
場
卓
球
黄
金
時
代
確
立
〓

市
部
チ
ー
ム
に
て
二
位
を
下
ら
ぬ

強
豪
大
田
川
市
を
破
り
優
勝

二
人
（
二
六
％
）
と
も
に
増
加

し
て
い
る
が
、
新
規
一
般
求
人
．

数
は
、
六
、
四
一
六
件
で
、
月

．
＼ｌ

′
、

本
年
度
福
岡
県
市
町
村
職
員
共

済
組
合
主
催
球
技
大
会
で
、
六

月
二
十
ｌ
Ｆ
一
日
郡
予
戦
に
優
勝
、

次
い
で
筑
豊
地
区
大
会
で
（
両

川
直
に
て
）
も
優
朋
、
最
後
に

八
月
十
日
福
岡
大
学
コ
ー
ト
に

て
愈
々
檜
舞
台
に
出
た
が
」
準

優
勝
で
強
力
な
三
野
郡
を
倒
し

優
勝
戦
で
は
市
部
に
於
て
も
二

柏
を
下
ら
ぬ
大
強
豪
チ
ー
ム
田

川
市
を
破
っ
て
、
見
耶
県
下
第

一
位
の
金
的
を
し
と
め
た
。

準
優
勝
戦

（
筑
壌
地
区
）
　
（
筑
後
地
区
）

水
巻
町
4
　
－
　
2
三
詳
郡

優
勝
戦

水
巻
町
4
－
－
Ａ
田
川
市

従
来
、
当
町
を
主
体
人
中
同
町

一
、
伴
内
町
こ
と
す
る
筑
豊

地
区
チ
ー
ム
は
、
決
勝
ま
で
は

進
み
得
て
も
、
こ
こ
で
破
れ
る

の
が
頭
痛
の
種
で
あ
っ
た
が
、

本
年
は
い
よ
！
＼
優
勝
し
、

そ
の
後
も
ま
す
ま
す
好
調
で
あ

る
。

次
い
で
水
巻
町
卓
球
大
会
で
も

役
場
チ
ー
ム
　
（
全
局
役
場
職
員

）
は
、
常
に
優
勝
を
続
け
て
い

る
状
態
で
あ
る
。

七
月
六
日
、
梢
一
回
町
民
卓
球

大
会
十
一
月
二
日
の
（
水
巻
ま

っ
り
の
一
環
行
事
）
両
氏
卓
球

入
会
で
も
饉
隣
し
た
。

【
優
勝
旗
を
抱
け
て
喜
ぶ
選

手
の
面
々
】

古
海
　
　
北
崎
（
中
間
）

（
前
）
入
江
（
後
）
新
野
（
汀
円
〕

柴
田
　
　
今
井

山
本
　
　
室
井

頂
柑
者
数
を
一
、
三
∵
三
人
上

お
く
れ
の
盆
を
控
え
て
デ
パ
ー

ト
、
商
店
関
係
を
主
と
す
る
卸

売
業
及
び
小
売
業
・
食
料
品
製

造
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
よ
り
の

脇
時
求
職
人
が
可
な
り
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
月
よ
り

一
八
〇
件
（
二
・
七
％
）
の
減

的
年
間
月
よ
り
七
七
〇
件
（
一

〇
・
七
％
）
わ
減
少
と
な
り
、

な
か
で
も
石
炭
鉱
業
に
於
け
る

求
人
の
減
少
率
は
最
も
高
く
、

対
前
置
同
月
比
で
六
五
・
八
％

の
減
、
「
一
月
～
七
月
」
間
前

年
同
期
比
で
も
四
二
・
三
％
の

著
減
と
な
っ
て
い
る
。

失
業
保
険

失
業
保
険
・
被
保
険
者
資
格
禍

喪
の
面
か
ら
七
月
の
動
き
を
見

る
と
、
全
産
業
に
お
け
る
資
格

取
得
者
は
一
一
、
七
六
一
人
に

対
し
資
格
喪
失
者
は
一
三
、
Ｏ

Ｌ
四
人
で
、
遂
に
喪
失
者
数
が

廻
る
現
象
を
豆
し
た
が
、
こ
れ

は
経
済
界
一
般
の
旗
況
不
振
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
石
炭
鉱
業

の
深
刻
な
不
況
が
厳
も
大
き
な

原
因
と
な
っ
て
い
る
。

生
活
物
資

鮮
魚
Ｈ
Ｕ
八
月
に
楯
岡
市
中
央
卸

売
市
場
で
取
扱
っ
た
鮮
魚
総
数

六
、
一
三
て
八
三
七
ｋ
ｇ
の

魚
種
別
取
扱
数
量
比
率
を
見
れ

ば
、
鯵
二
九
・
二
九
％
、
碕
一

三
・
一
三
％
、
飛
魚
六
・
七
二

％
、
酸
類
五
・
七
八
％
、
鰯
五

・
四
五
％
、
鯛
三
・
四
五
％
、

て
ル
メ
い
か
三
・
〇
一
％
、
あ

ま
鯛
二
●
七
八
％
、
え
そ
一
●

九
五
％
、
い
さ
き
一
・
国
六
％

、
か
れ
い
一
・
二
二
％
、
刀
魚

一
・
二
二
％
、
か
つ
お
〇
・
七

七
％
、
ふ
ぐ
〇
・
六
七
％
、
そ

の
他
二
二
・
二
四
％
と
な
っ
て

い
る
。

そ
菜
‥
八
月
に
福
岡
市
中
央
卸

売
市
場
で
取
扱
っ
た
、
そ
棄
数

薦
四
、
四
四
〇
、
〇
二
二
千
ｋ

ｇ
の
産
地
別
比
率
を
見
れ
ば
、

県
内
よ
り
八
四
・
〇
％
、
熊
木

よ
り
七
・
∴
％
、
兵
庫
よ
り
三

・
九
％
、
佐
賀
よ
り
一
・
二
％

鹿
児
島
よ
り
一
・
〇
％
、
広
島

よ
り
〇
・
八
％
、
長
崎
よ
り
〇

・
六
％
、
大
阪
よ
り
〇
・
三
％

り
ｌ
〇
・
二
％
ハ
そ
の
他
よ
り
〇

・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

住
　
　
宅

木
根
で
は
現
在
な
お
一
五
方
戸

の
住
宅
不
足
を
見
て
い
る
現
状

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
娠
民

が
一
番
要
求
し
て
い
る
の
は
公

営
住
宅
の
建
設
で
あ
り
、
県
下

に
鉱
工
業
部
門
の
勤
労
者
層
が

多
い
こ
と
な
ど
の
た
め
、
家
賃

の
面
か
ら
住
宅
需
要
塵
は
公
営

八
、
協
会
二
、
公
団
一
の
割
合

税務課長！
武　居！

徴
収
係
長

日

　

　

高

徴
収
係
（
書
記
）

三
　
輪
竺

愛
矧
よ
り
〇
・
二
％
、
長
野
よ
一
の
応
募
率
を
示
し
て
い
る
。

与
，
．
ノ
・
．
ゝ
ヽ
・
′
、
ヽ
‘
′
・
．
・
′
ヽ
（
．
．
・
′
’
・
．
，
．
ヽ
く
，
・
，
・
ｉ
1
．
，
．
．
′
ヽ
ノ
．
・
一
・
・
ヽ
′
ヽ
・
ヽ
，
・
ｔ

▽
△
▽
Ａ
Ｖ
Ａ
▽
△
∇
∧
▽
△
▽
△
▽
△
▽
△

水
巻
ま
　
つ
　
り

絵
画
展
に
つ
い
て
ク

（
彩
　
友
　
会
）

今
回
の
展
示
内
容
は
従
来
と
趣

向
を
変
え
ま
し
て
、
（
彩
友
会

々
貝
で
は
）
水
巻
町
の
郷
土
め

ぐ
り
の
姿
で
致
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

「
立
局
数
、
伊
佐
座
」
士
二
、

下
二
、
吉
田
、
机
、
古
賀
、
頃

末
、
猪
熊
の
各
地
域
を
何
人
か

の
会
員
で
え
が
く
こ
と
、
シ
リ

ー
ズ
式
に
描
き
上
げ
る
と
い
う

方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

役
場
職
員
の
事
務
担
当
の

異
動
を
お
知
ら
せ
ん
ま
す

議
会
係
（
書
記
）ヽ

ｌ
ノ

大
月
　
力
　
男（

十
月
十
八
日
付
で
役
場
職
員
の
事
務
祖
当
を
異
動
致
し

朝
会
係
（
雇
）

ヽ
－
ノ

河
　
．
内
女（

ま
し
た
の
で
各
職
の
配
置
を
掲
げ
て
皆
様
方
の
参
考
に

指
導
室
（
技
手
）ヽ

ノ

藤

　

江

川

指
導
室
（
雇
）

ヽ
－
ノ

藤
　
　
崎
男（

教育委員会事務局

社
会
教
育
（
書
記
〕
紆
会
教
育
（
書
記

ヽ

ノ

　

“

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ｌ

ノ

ノ

欄

一

吉

田

　

ア

男′．
ヽ

学
校
教
育
（
吉
相
）
号
校
教
育
（
書
記
）
ヽ

ｌ

ノ

武
　
野
竺
　
鈴
　
木
男・
し

大

土　木　室

土木課長
田　代

寒

徴
収
係
（
書
記
）ヽ

、
ノ

大
　
月
　
ト
男（

徴
収
係
（
書
記
）

小

徴

収

係

（

書

記

）ヽ
－
ノ

矢
　
　
野
男し

璃
係
（
噌
些・

し
　
．

農
林
係
（
書
記
）ヽ

ｌ

ノ

藤

周

よ

女

レ
Ｌ
ｒ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
レ
ト
ー
－
．
上
は

一
農
林
係
長

一
船
「
浮
力

農
林
係
（
雇
）

ヽ
－
ノ

佐
　
々
　
木
男（

農
林
係
（
層
）

ヽ

－

ノ

川
　
　
癖
女ヽ

商
工
係
（
書
記
）ヽ

－

ノ

杉
　
　
本
男し

応
接
∵
譲
二
御

「

乳
ぺ
　
両
骨
壷

民
生
係
（
書
記
）

船
津
　
ア
如．

し

民
生
係
（
雇
）

成

　

富

如し

民
生
係
長

入
　
　
江

民
生
係
（
書
記
）1

′

鹿
　
　
末
男′し

民
生
係
（
層
）

、
－
ノ

室
　
　
井
女ヽ

輸
旦
原
　
ハ
ナ
埜
大
　
住
㈱

欄
－
軋
↓
郡
軋
酪

一
保
健
婦

衛
生
係
（
書
記
）ヽ

、
ノ

古
　
　
海
男し

戸
籍
係
長
　
　
二
戸
籍
係
（
雇
）

渡
　
　
辺

戸
籍
係
（
書
記
）ヽ

－
ノ

高
　
　
亀
女（

戸
籍
係
（
雇
）

ヽ
ｌ
ノ

岩
　
　
根
男し

庶
務
係
（
書
記
）

今
　
弁
別（

務
庶
係
（
雇
）

岡

庶
務
係
長

豊
沢
　
ユ

庶
務
係
（
書
記
）

白

　

石

即し

庶
務
係
（
雇
）

松
井
　
チ

庶
務
係
（
書
運
盲
務
係
（
書
記
）

録
掛
軸
塑
航
鰐

ヽ
－
ノ

広竿ｉ永竿
岡！椚

平

収
入
役
室
（
書
記
）

ヽ
－
ノ

山
本
　
マ
　
欄

収
入
役
室
（
層
）ヽ

－
ノ

席
∵
‥
田
女
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